
 

 

 

 

問 一 次の計算のきまりに合うように     にあてはまる数を入れましょう。 

 

（１）たされる数とたす数を入れかえても，和は変わらないので， 

５＋７＝７＋ 

 

（２）３つの数をたすとき，たす順序をかえても，和は変わらないので， 

   （２＋３）＋４＝２＋（     ＋４） 

 

（３）かけられる数とかける数を入れかえても，積は変わらないので， 

   ８×４＝     ×８ 

 

（４）３つの数をかけるとき，かける順序をかえても，積は変わらないので， 

   （３×４）×２＝     ×（４×２） 

  

（５）□×○＋△×○＝（□＋△）×○という計算のきまりをつかうと， 

    ２×６＋８×６＝（２＋８）× 

   

（６）□×○－△×○＝（□－△）×○という計算のきまりをつかうと， 

    ７×９－２×９＝（７－２）× 

 

  

 

問 二 次の計算で，計算のきまりを使って下のように考えました。     にあてはまる数

を入れましょう。 

 

（１）３.６×２.５×４          （２）７.２×３.５＋７.２×６.５ 

 

＝３.６×（      ×４）         ＝７.２×（     ＋６.５） 

 

＝３.６×１０                             ＝７.２×１０ 

 

＝                                        ＝  
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